
「７０歳未満入院時等に係る高額療養費の現物給付」について

　平成１９年４月１日より７０歳未満の保険加入者【長寿医療制度（後期高
齢者医療制度）に該当する方を除く】の入院時等に係る医療費の窓口での支
払いを自己負担限度額にとどめる現物給付が始まりました。（同月内に複数
の医療機関での支払いがあった場合は、高額療養費の申請が必要になる場合
があります。）
　なお、現物給付を受けるためには「限度額適用認定証」を被保険者証に
添えて医療機関に提示する必要があります。
　「限度額適用認定証」の交付は各加入保険の窓口で交付申請をし認定証の
交付を受けてください。
　ただし、認定証交付に際しましては保険料を滞納している方は認定証の
交付が受けられない場合があります。
＊すでに限度額適用認定証をお持ちの方も有効期限を経過した場合、更新手
続きが必要です。

○自己負担限度額（月額）　表中(　)内Ａ、Ｂ、Ｃは認定証の適用区分欄の表示

※１　上位所得者とは
国民健康保険料の算定基礎となる基礎控除後の総所得金額などが６００万

円を超える世帯。所得の申請がない場合も上位所得者とみなされます。

※２　医療費が500,000円を超えた分の１％

※３　医療費が267,000円を超えた分の１％

その他：入院費用には、上記の他に、食事療養費等が発生します。

申請の手続きに必要なもの(詳しくは加入保険の窓口へお問い合わせください。)

○　国民健康保険または社会保険の保険証

○　印鑑　　　等

芳賀赤十字病院
H25.4.1

80,100円＋※３

150,000円＋※２
区
　
　
分

過去一年間の世帯の
高額給付回数

４回目以降３回目まで

住民税非課税世帯
（Ｃ）

一般
（Ｂ）

上位所得者※１
（Ａ）

24,600円

44,400円

83,400円

35,400円


